
 

令和２年度 第４回三郷区地域協議会 
 

次 第 
 

 

日時：令和2年9月8日(火)午後6時30分～ 

会場：三郷地区公民館 2階 集会室 

 

 

１ 開  会 

 

２ 議題等の確認                         

 

３ 議題 

 （１）令和２年度地域活動支援事業（追加募集分）の審査・採択について 

 

 

４ 報告 

（１）三郷区の人口及び世帯数等について 

 

 

５ 事務連絡                                                  

 

６ 閉 会 



   

令和２年度三郷区地域活動支援事業【追加募集分】 

事業説明予定表 
 

 

（説明順が事業整理№順と異なります） 

 

 

※説明終了後、採択を行います。 

 

※上記予定時間は見込みであり、審査の進行状況により時間が前後する可能性があります。 
 

 

 

予定時間 
（説明・質疑等） 

事業 

整理№ 
提案事業名 提案団体 

18：40～18：55 10 三郷料理教室事業 エプロン 

18：55～19：10 9 
三郷区高齢者支援・交流事業（「買い物ツ

アー」の実施） 
三郷まちづくり振興会 

19：10～19：25 11 辰尾新田共有地再生・活性化事業 辰尾新田町内会 



 

 

 

令和２年度三郷区地域活動支援事業【追加募集分】予算超過に伴う減額案 

 

 

Ａ案 補助希望額に対する予算額の割合に応じて減額する案（同じ割合で減額 ※） 

【例】 予算額 1,338,000 円  予算超過額 62,000 円 

順位 合計点 
補助希望額

（円）① 
補助率② 

95.57％ 

予算額 1,338,000÷ 

補助希望額 1,400,000

≒95.57％ 

採択額（円） 

①×② 

千円未満切り捨て 

1 300 700,000 668,000 円 

2 270 200,000 191,000 円 

3 220 500,000 477,000 円 

計 790 1,400,000 1,336,000 円 

※2,000 円の予算残が発生するが、三郷区の提案下限金額以下のため 3次募集は行わず残とする。 

 

 

 

Ｂ案 順位に応じて減額する案（２位以下を一定割合で減額） 

【例】 予算額 1,338,000 円  予算超過額 62,000 円   

順

位 

補助 

希望額

（円）① 

合計

点 
数値 

構成 

割合 

② 

①×② 
構成 

割合 

減額（円） 

③ 

採択額

（円） 

①＋③ 

減額率 

1 700,000 300 0 0％ 0 0％ 0 700,000 0％ 

2 200,000 270 1 33.3％ 66,667 16.7％ △10,000 190,000 △5.00％ 

3 500,000 220 2 66.7％ 333,333 83.3％ △52,000 448,000 △10.40％ 

計 1,400,000 790 3 100％ 400,000 100％ △62,000 1,338,000 － 

 

参考 



 

１ 国勢調査の結果 

（1）三郷区の人口及び世帯数 

 H12 H17 H22 H27 

人口（人） 1,352 1,352 1,374 1,339 

世帯数（世帯） 358 383 392 397 

 ・H27 国勢調査における上越市の人口は 196,987 人、世帯数は 71,015 世帯であり、市全

体に占める三郷区の人口は 0.68％、世帯数は 0.56％となっています。 

 ・三郷区の人口は、平成 12 年と比較して 1.0％減少しており、毎年概ね 0.9 人ずつ減少

している計算になります。（なお、市人口の平成 12 年と比較した減少率は 7.0％） 

 ・平成 12 年の国勢調査の人口を基準とした推移及び他区との比較は別紙のとおりです。 

 

（2）年齢別人口 

 H17 H27 

人口（人） 構成比（％） 人口（人） 構成比（％） 

0～14 歳 169 12.5 192 14.3 

15～64 歳 837 61.9 723 54.0 

65 歳～ 341 25.2 420 31.4 

不詳 5 0.4 4 0.3 

合計 1,352 100.0 1,339 100.0 

 ・H27 国勢調査における上越市の年齢別人口の構成比は、次のとおりです。 

   0～14 歳：12.8％  15～64 歳：57.1％  65 歳～：30.1％ 

 

（3）世帯構成の推移 

 H17 H27 

世帯数（世帯） 構成比（％） 世帯数（世帯） 構成比（％） 

単独世帯 39 10.3 57 14.4 

夫婦のみ 59 15.6 74 18.7 

ひとり親と子ども 24 6.4 29 7.3 

夫婦と子ども 78 20.6 88 22.2 

3 世代世帯 135 35.7 114 28.8 

その他 43 11.4 34 8.6 

合計 378 100.0 396 100.0 

 ・H27 国勢調査における上越市の世帯構成の構成比は、次のとおりです。 

   単独世帯：26％  夫婦のみ：20％  ひとり親と子ども：9％ 

   夫婦と子ども：24％  3 世代世帯：15％  その他：6％ 

三 郷 区 に 関 す る デ ー タ 

資料№１ 



 

２ 区内の主な公の施設 

 ○三郷小学校（所在地：大字長者町、建築年：S59） 

  ・R2.5.1 現在の児童数：91 人 

 

 ○三郷保育園（所在地：大字本長者原、建築年：S55） 

  ・R2.6.1 現在の園児数：29 人、定員：60 人 

 

 ○三郷地区公民館（所在地：大字天野原新田、建築年：S55） 
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１ 公の施設の再配置の取組状況と現状と課題について 
 
（１）これまでの取組状況 

市町村合併後、公の施設の廃止や譲渡を進め、 

平成 23年 10 月時点で 991 施設あった公の施設は、 

令和 2年 4月 1日現在、731 施設となっています。 

 

 

（２）現状と課題 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）公の施設の再配置の必要性 

  将来予測される人口減少や 市の財政状況等を踏まえ、今後、施設の老朽化がますます

進行し、大規模修繕や更新が見込まれる中、多くの施設を現状のまま維持していくことは

困難な状況です。 

  このような状況の下、今を生きる私たちは、地域の皆さんと共に、子どもや孫など次代

を担う世代が今後も安心して暮らすことができる将来を見据え、教育や福祉を始めとした

市民生活を支える基礎的なサービスを安定的に提供していくためにも、施設の廃止や機能

の集約を行う必要があります。 

  また、継続すべき施設については、末永く利用していただくため、適切に維持・管理し、

長寿命化を図ることとしています。 

 

（２）計画期間 

  ・令和 3年度～令和 12 年度の 10年間とし、令和 7年度に見直しを行います。 

２ 公の施設の再配置計画（個別施設計画）について 

現 状 
 

○人口推計 

合併当時 21 万人であった人口は、減少傾向が続いており、

令和 27 年には、推計で約 14 万人となる見込み。 

（R2.4.1 現在の人口：190,042 人） 
 

○財源不足 

市の財政は、歳出が歳入を上回るため、財源不足を基金の

取崩しで補う状況が続く見込み。 

（R2～R4 年度で 49.6 億円の取崩しを予定しており、また、R5

以降においても収支均衡を図る目途がたっていない。） 
 

○公の施設の状況 

・ 多くの施設の老朽化に伴う、維持管理経費と更新費用増

加の見込み。 

（今後 40 年間の維持・更新費用試算額：約 4,325 億円） 

・ 合併前の各市町村で進めた施設整備により多くの類似施

設を保有している。（温浴施設、体育館など） 

課 題 
 

○人口の減少 
 

○施設機能の重複する配置 
 

○施設更新、維持管理に係る

財政負担の抑制 
 

○施設機能の適正な維持 

 ＊老朽化する施設に対する計画

的な修繕の実施、機能を維持

するための複合化（機能集約） 

▲260 

施設数 

「公の施設の再配置計画」の取組について 

 

差替版 

R2.7.14 第 3 回地域協議会配布資料№1 



（３）公の施設の再配置における取組方針 

取組方針 具体的な取組 

①人口や財政状況を踏まえ施設の配置を検討 廃止（休止） 

用途の変更 

機能の集約 ②地域の実情を踏まえ施設の配置を検討 

③利用状況を踏まえ適切な管理者によるサービス提供を検討 
民間譲渡 

貸付又は譲渡 

④長期にわたり利用促進を図るため計画的な修繕等について検討 施設の長寿命化 

 

（４）検討の主な手順（視点） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 内  容 

H31.3～ ○ 全 28 区の地域協議会に第 6 次上越市行政改革推進計画の策定に伴い行

政改革の取組の概要を説明 

R1.10～11 ○ 全 28 区の地域協議会に今後の「公の施設の再配置計画」の取組について

説明 

R1.12～R2.3 ○ 地域協議会に公の施設の再配置の取組状況を報告 

○ 関係者との協議（利用者、地元町内会、その他影響が想定される団体等） 

※再配置に伴う課題に対する対応策をあわせて協議し再配置計画に反映 

R2.4～ ○ 関係者との協議（協議未了の施設）【施設所管課】 

R2.7～9 ○ 地域協議会に関係者との協議に基づき作成した再配置候補施設リストを示

す。 

【行政改革推進課・施設所管課】 

 ※再配置に伴う課題に対する対応策をあわせて協議し再配置計画に反映 

R2.11 ○ 再配置計画（案）の作成【行政改革推進課】 

R2.11～R3.2 ○ 所管事務調査（総務常任委員会）【行政改革推進課】 

○ パブリックコメントの実施（計画案の公表）【行政改革推進課】 

R3.3 ○ 公の施設の再配置計画（個別施設計画）策定・公表【行政改革推進課】 

<参考>  

【計画策定後】 

R3.4～R13.3 

公の施設の再配置の実施 

○関係者と正式協議（方針決定） 

○地域協議会に諮問 ➡ 答申 

○市議会で議決 ➡ 施設の再配置（廃止、譲渡等） 
 

３ スケジュールについて 

①公共関与の必要性を検討  

②配置バランス（圏域別の配置）を検討 

③各施設の状況（老朽化度、収支状況、利用状況、代替性）を検討 

④施設カテゴリー毎の対応方向を検討 

 

   

 

⑤施設毎の取組内容を検討 



公の施設の再配置計画における各施設の方向性

【現状維持】 【07　三郷】

説明 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

三郷地区公民館 47 公民館 現状維持 - 継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
機能を維持するための
整備を検討

【再配置】　　該当施設なし

備考施設名 施設カテゴリー
今後の方向性（案） 完了

年度
計画期間中のスケジュール

追加資料


